
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年５月７日 

学校名 福井市森田中学校   

校長氏名  柿原 大祐    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①学校で節水に努めます。 

 ②学校で物を大切にします。 

 ③学校で節電に努めます。 

２ 取組内容 

①水のプラン 

  ・掃除、手を洗うときなど、水を流しっぱなしにしません。 

 ②物のプラン 

  ・給食は、残さず食べます。（自分の食べられる量を盛りつけます。） 

  ・教室にリサイクルボックスを置きます。（余ったプリントをリサイクルボックスの中

に入れ、再利用します。） 

  ・ごみの分別をします。（特に給食のごみの分別を徹底します。） 

 ③電気のプラン 

  ・教室を開けるときは、電灯を消します。（自分のクラス以外でも気づいたら消します。） 

  ・使わない電気製品は、主電源を切ったり、コンセントを抜いたりします。 

 

以上の３つのプランを毎月、教職員と生徒にアンケートを行い、ふりかえりを実施して 

いきます。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 

①②③の節水や節電では、資源には限りがあり、大切に使用することで長く資源を有効に

使えることを理解する。（有限性） 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月２８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名    福井市森田中学校 

（学校の写真又はイラスト） 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①学校で節水に努めます。 

 ②学校で物を大切にします。 

 ③学校で節電に努めます。 

 

２ 取組内容 

①節水の取り組み 

  ・手洗い時や清掃時にこまめに節水する生徒の姿が多く見られるようになってきました。 

  ・校内の至る所に節水のポスターを掲示し、節水を呼びかけました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

②物を大切にする取り組み 

 ・昨年度に引き続き、エコキャップの回収を行いました。生徒玄関前に設置したエコキ

ャップボックスには、家庭から持参したエコキャップを入れる生徒の姿が見られまし

た。その集まったエコキャップは関係団体に届け、ワクチンにかえてもらいました。

そして、今年度は生徒会を中心に、集まった数や、エコキャップで実際どれだけの命

を救うことができるのかが分かる「エコキャップ運動報告書」を掲示しました。 

  

 

 

 

 

 

 

・今年度から各教室に燃えないごみを入れるごみ箱を設置し、ごみの分別も徹底しまし 

た。給食時には、燃えるごみは紙で作った箱に入れ、燃やせないごみは小さなごみ箱に 

まとめ、配膳室にて一括管理しています。また、牛乳が瓶から紙パックに変わったこと 



 

もあり、今年度は牛乳の後始末についても、分別を意識してコンパクトに始末できるよ

うに学校全体で徹底を図りました。 

   

 

 

 

  

 

③節電の取り組み 

・教室を空ける際は、電灯を消すことを徹底しました。学級委員長を中心にこまめに電

灯を消す姿が見られ、電灯がつけっぱなしという状態は見られなくなりました。 

・各教室のスイッチの近くにポスターを掲示し、節電を呼びかけました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①②③の節水や節電、ごみの分別では、資源には限りがあり、大切に使用することが資

源をながく有効に使えることにつながると理解する。（有限性） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

①ポスターによる意識付けにより、節水に心がける生徒が増えてきました。 

②・生徒会常時活動におけるエコキャップを集める運動を継続することにより、エコ

キャップを集めることが環境を守ること、命を守ることにつながると理解し、エ

コキャップを集める意識を高める生徒が増えました。また、家庭と連携しながら

活動を進めることができ、集めることが家庭の習慣にもなりつつあります。 

・燃えないごみを入れるごみ箱を設置したり、給食時の後始末を徹底したりすること 

で、生徒たちのゴミを分別する意識が高まりました。 

③学級長はもちろん、個々の生徒の節電に対する意識向上が見られました。 

【改善点】 

・エコキャップ活動の成果を掲示はしたが、全体の場で発表する機会がなかったので、

代議員会を中心に発表するなどして、取り組みに対する意識をさらに高めていきた

いと考えます。 

・活動の状況について、児童と話し合う時間を設け、教師と児童がともに考えながら

活動を進めてくようにしていきたいです。 

・節電、節水、ごみの分別に関して効果が見られるので、今後も継続し、さらに生徒

の意識を高めていきたいと考えます。 


